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平成２８年度 第３回関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１．開催日時・場所 

平成２８年１２月２１日（水）１３：００～１５：００ 

関東森林管理局 東京事務所会議室 

 

 

２．検討結果 

需給動向や各委員からの状況報告等を総合的に勘案した結果、現時点において国有林材の供給

調整を実施する必要はない。 

 

 

３．主な意見 

（１）需給動向について 

 

○住宅着工が好調でプレカット工場は高水準の稼働が続いており、製材品価格も品薄感から値

上がりしている。 

 

○丸太の価格は据え置きで推移しており、来春の需要動向が読み切れないためか、値上げには

かなり慎重に対応しているように感じられる。 

 

 ○静岡県では県産材を使用した住宅に対する助成事業の効果もあり住宅着工戸数が増えてお

り、それに伴って特にヒノキ構造材が急騰している。ただ、需要が一部に限られており一般

材への波及は見られない。 

 

 

（２）各委員からの状況報告等について 

 

 ○丸太の増産による安定供給の実現には限界があるので、製材工場で在庫を確保しておける支

援策が必要なのではないか。 

 

 ○森林認証については、オリンピック・パラリンピック後を見据えて消費者にどのように PR

していくかが課題となっている。 

 

 ○木材の利用を促進すると同時に、製材品の価格を安定した適正価格に保つことができれば、

山林所有者の自立につながると思う。 

 

○円安が進んでいるので、外材産地のヨーロッパ・カナダの状況を注視している。 

 

 


